
ユニバーサルパスポート	
 単位修得状況表の注意点 

ユニバーサルパスポートを使って、単位修得状況を確認することができます。卒業に必要な単位の習

得状況の確認に使用することができますが、注意点があります。 
 
総合基礎 
卒業要件単位数 

I～IV 群のどの群から何単位を履修するか、V 群、VI 群はどのような科目の選択が必要かは、学科
ごとに決められています。学生便覧の「Ⅱ	
 教育課程及び履修方法」→「第 1 	
 授業科目」→「2 	
 総
合基礎科目」と、「3 	
 総合基礎科目の履修方法」を確認して下さい。 

 
修得済み単位数 

「修得済み単位数」欄には、I群～VI群ごとに、修得済みの単位数が表示されます。卒業に必要な単
位が揃っているかどうかを確認するには、次の 3つを確認しなければなりません。 

① I群～IV群の単位の合計数が、学科ごとに決められている単位数以上か 
② I群～IV群の中の、どの群から単位を修得していて、それが、学科ごとに決めら

れている科目の選択条件を満たしているか。 
③ 学科ごとに決められている、必修科目の単位は揃っているか。 

③は、「単位修得状況」の表だけでは確認できません。成績表を確認する必要があります。 
V 群も、学科により単位数や必修科目が異なります。学生便覧の「Ⅱ	
 教育課程及び履修方法」

→「第 1 	
 授業科目」→「2 	
 総合基礎科目」・「3 	
 総合基礎科目の履修方法」→「○○学科（自分
の学科）」に書いてある、単位数と科目の選択について確認して下さい。特に「1か国語を選択し、Ⅰ～
Ⅲの単位を取得してください」と書いてある部分に注意が必要です。I～IIIまで同じ言語を選択しなけ
ればなりません。 
 
専門教育 
卒業要件単位数 

学科ごとに必要な単位数が決められています。学科によっては専門基礎科目や専門基幹科目の

中にさらに科目群を設けて必修単位数を定めている場合もあります。学生便覧の「II	
 教育課程及び履
修方法」→「○○学科（自分の学科）」→「専門教育科目」・「履修方法」などを読み、必ず確認して下

さい。 
 

修得済み単位 

「修得済み単位数」欄には、各学科が設けた科目群ごとに「卒業要件単位数」が表示されていて、

「修得済み単位」数がそれを超えているかどうか、確認することができます。ただし、必修科目が履修

済みかどうかは、この表だけではわかりません。成績表で確認することが必要です。 
  



 
例	
 総合基礎科目の、「単位修得状況」と「学生便覧」の対応（社会福祉学科の場合） 
 

 

学生便覧の「Ⅱ	
 教育課程及び履修方

法」→「第 1	
 	
 授業科目」→「2	
 	
 総

合基礎科目」と、「3	
 	
 総合基礎科目の

履修方法」を、よく読んで、確認して下

さい。	
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